
 

 

 

 

 
 

丹波県民局では、令和 4 年度に柏原交流ゾーン整備基本構想を策定してお 

り、昨年度は未利用地である JR 柏原駅南用地の具体的な利活用について検討

し、想定される施設と土地利用のイメージを「JR 柏原駅南用地整備基本計画」

としてとりまとめました。 

  

１ 基本計画の概要 

  柏原駅南用地の中心に「集う」機能を整備し、各機能が重なり合い融合した 

複合機能の導入を目指す。 

 ・交流発信機能（交わる、伝える） 

丹波地域の交流・発信の起点として、新たな磁場を生み出すデザイン性に

優れた空間形成 

 ・交流滞在機能（泊まる、住まう） 

多様な住まい方や滞在の仕方を試し・実践することができる、柏原に迎え

入れる滞在空間の形成 

 ・交流体験機能（働く、学ぶ） 

多様な働き方が展開され、地元住民にとっても来訪者にとっても共に働 

き、学び、体験できる居場所づくり 

 ※想定される施設と土地利用のイメージは別紙参照 

 

２ サウンディング型市場調査の実施 

 今年度は、この基本計画をベースに、民間事業者による有効な土地活用の実 

現に向けたサウンディング型市場調査を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

３ JR 柏原駅南用地整備基本計画の閲覧（令和６年６月 28 日（金曜日）から） 

  丹波県民局ホームページに掲載します。

（https://web.pref.hyogo.lg.jp/area/tanba/vision.html） 
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Hyogo Prefecture

（参考）基本構想(抜粋)

柏原交流ゾーン整備基本構想の概要
新たな暮らし方、働き方に対応した複合的な都市機能の創造を目指す

JR柏原駅南用地《導入想定施設・プログラム等》
①芝生広場
②木のクラブハウス(交流スペース&デザイナーズホテル ｢木の迎賓館｣)
③集合住宅・滞在型施設(木造中層建築物)
④マイクロバウハウス(芸術工芸学校)
⑤木のハコ・オフィス(多目的ワークスペース)
⑥モデルハウス(丹波型環境共生・健康住宅)

所属・役職 氏 名

学識者等

関西学院大学･教授 角野 幸博
武庫川女子大学･特任教授 大坪 明
関西大学･教授 岡 絵理子
神戸大学大学院･准教授 栗山 尚子
有限会社Lusie･代表 小泉 寛明
関西大学･教授 松下 慶太

商業者 丹波市商工会･会長 篠倉 庸良
丹波青年会議所･理事長 石川 毅

地域団体 ㈱まちづくり柏原･代表取締役 岡林 利幸

地域住民
柏原自治会長会･会長 大野 亮祐
柏原自治協議会･会長 大西 修太郎
新井自治協議会･会長 谷垣 昌三

行政機関 丹波市･技監 上畑 文彦
丹波県民局･局長 今井 良広

柏原交流ゾーン構想検討会議メンバー
柏原交流ゾーン

丹波の森公苑

JR柏原駅南用地

城下町地区

柏原交流ゾーン

JR柏原駅南用地
・用地取得（H7～9年度）
・地元地区全体の活性化を含めた利活

用方策を検討

丹波の森公苑
・面積：約36ha、H8.4開園
・ホール､生活創造センター､グラウン

ド､テニスコート等
・年間入苑者数：約20万人超

城下町地区
・柏原藩陣屋跡や柏原八幡宮等の歴史

的建造物が現存
・国や県の行政施設や文化・学校施設

等が集積

• JR柏原駅南用地（約2.4ha）、丹波の森公苑、城下町地区
の３エリアで構成：総面積約100ha

⑦サロン・デ・デザイン(市民主体の学習交流サロン)
⑧エキヨコ(商業・物販・飲食施設)
⑨シンボルタワー(木製展望台)
⑩ミニ・トランジットモール(発着場)
⑪スマートKAIBARA(Local 5G拠点)

《基本コンセプト》
「古くて懐かしくも、新しいまちKAIBARA」


